
１．　目標と評価規準

２．年間指導計画

学期 月

教科書　：　三省堂『SELECT English Conversation』使用教材等

電子黒板を活用し、視覚・
聴覚から理解に努める。

電子黒板を活用し、視覚・
聴覚から理解に努める。

電子黒板を活用し、視覚・
聴覚から理解に努める。

・不定詞（形容詞的用法）について　　レストランで食事を注文する

・Let's～/Shall we～？の用法　　相手を誘う/相手の誘いに応じる

・動名詞の使い方　　  自分の好みを話す

・Why - Becauseの表現について  　　不定詞（副詞的用法）について

・現在進行形とSVCの文型　　  自分が欲しいものについて話す

・現在完了形の使い方　　　都合を尋ねる／待ち合わせをする

・SVOOの文型　　  道を尋ねる

・日常生活の様々な場面での表現を学ぶ

学習形態 学年

2 3

・How long～?の表現について　　　乗り物での行き方を尋ねる

単位数 履修学科、必修・選択の別　等

評価の方法

外国語表現の能力
（30％）

言語や文化について
の知識・理解

（30％）

座学・演習

評価の観点と比重

コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度

（30％）

外国語理解の能力
（10％）

目標

教科・「科目」 英語・「英語会話」

単元・教材名

6
Lesson ６
TV Programs

・助動詞 willの表現について　  天気・天候について話す

Lesson １２
Making a Plan

Lesson １１
Restaurant

Lesson ９
Kyoto

Lesson １０
Shopping

Lesson ５
Weather

・未来表現・不定詞（名詞的用法）　　興味がある事柄について話す

1
学
期

7

Lesson ７
Talking on a Cell Phone

Lesson ８
Telling the Way

4

5

Lesson １
New friends

Lesson ２
Free Time

Lesson ３
Are You Okay?

Lesson ４
Our School

2
学
期

9

10

11

12

備考

3

3
学
期

1

2

Lesson １３
Future jobs

亜紀と拓の留学日記1～４

学んだ文法を使って、文章を書くことができる。また、自分のことや与えられたテーマについて話すことが
できる。

学習した文法を理解し、知識として定着している。また、様々なトピックについて、内容を理解することが
できる。

学習状況
課題提出等

聞き取りテスト
定期考査等

発表
レポート提出
定期考査等

定期考査等

・現在形・過去形の用法　　余暇について話す

・助動詞shouldの使い方　  体調について話す

・There is ～の表現について　　学校について話す

全学科進学希望者履修科目

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、様々なトピックの文章を読むことで情報や考えな
どを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。

評　価　規　準

授業に関心を持ち、聞き、発言し授業に参加しようととしているか。また、間違いを恐れず、積極的にコ
ミュニケーションを取ろうとしている。

ＩＣＴ利活用主な学習内容

英語を聞いて、正しく内容を聞き取ることができる。また、つなぎ言葉の使い方や、パラグラフの構成を理
解している。


